
 

 

 

岐阜県政記者クラブ加盟社各位 

 
 

市町村と連携した外国人向け「日本の災害を学ぶための講座」を開催します 

 
県内の在住外国人数は 77,301人と過去最高を更新（令和７年６月時点）しています。

そのような中、日本で災害を経験していない外国人は、災害時の対応が分からず不安に

なってしまうことが考えられます。 

そこで、県では、今年度から、外国人県民の方が居住地域の災害の特徴やそれを踏ま

えた対策について学ぶ講座を開催しています。 

今回は、大垣市と連携し、下記のとおり開催しますのでお知らせします。 

 
記 

 

１ 日時 

  令和８年２月８日（日） １０：００～１２：００ 

 

２ 場所 

  大垣市スイトピアセンター学習館６階 かがやき活動室６－１ 

（大垣市室本町５－５１） 

 

３ 参加者 

  西濃圏域に在住又は在勤の外国人、日本語ボランティア等 ２０名程度 

 

４ 内容 

  ・地元の災害について知ろう 

  ・ＶＲゴーグルを使って災害の疑似体験をしよう 

  ・避難所生活（ラップ式トイレ、段ボールベッド）の疑似体験をしよう 

  ・何を持って避難すればいいか考えよう 

 

５ 講師 

  大垣市危機管理課職員、岐阜県外国人防災リーダー 

 

６ その他 

  取材を希望される方は、２月６日（金）１７：００までに外国人活躍・共生社会 

推進課までご連絡ください。 
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